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新
発
見
の
創
作
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

こ
の
ノ
ー
ト
は
、
佐
藤
春
夫
が
長
野
県
北
佐
久
郡
平
根
村
字
横
根
（
現
佐
久

市
横
根
）
で
の
疎
開
中
に
使
用
し
た
も
の
で
、
筆
者
は
、
平
成
二
一
年
一
一
月

に
古
書
市
で
こ
れ
を
入
手
し
た
（『
朝
日
新
聞
』
平
21
・
9
・
7
、
14
面
に
関

連
記
事
あ
り
）。
今
回
初
め
て
そ
の
全
容
を
公
開
す
る
新
資
料
で
あ
る
。

旧
蔵
者
・
楜
く
る
み

澤さ
わ

龍り
ゅ
う

吉き
ち
は
同
地
出
身
の
詩
人
で
、
郷
土
史
研
究
家
。
明
治

三
七
年
平
根
村
の
旧
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
、
立
教
大
学
在
学
中
に
白
鳥
省
吾
の

詩
誌
『
地
上
楽
園
』
の
同
人
と
な
っ
た
。
宇
都
宮
師
団
に
入
営
後
、
満
州
に
渡

り
関
東
軍
（
牡
丹
江
師
団
・
東
寧
師
団
）
に
所
属
。
終
戦
後
は
シ
ベ
リ
ア
抑
留

を
経
て
、
昭
和
二
三
年
佐
久
に
帰
郷
。
同
年
八
月
七
日
、
疎
開
中
の
春
夫
と
初

め
て
面
会
し
た
。
公
職
追
放
中
、
佐
久
地
方
の
歴
史
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
春
夫
の
取
材
に
し
ば
し
ば
同
行
。
春
夫
の
「
疎
開
も
の
」（「
戦
国
佐
久
」

「
佐
久
の
内
裏
」「
好
色
燈
籠
縁
起
」）の
成
立
に
大
き
く
関
与
し
た
人
物
で
あ
る
。

著
書
に
詩
集
『
軍
国
時
代
』（
昭
36
・
10
、
大
地
屋
書
房
）、
和
訳
詩
集
『
懐
風

藻
』（
昭
47
・
9
、學
燈
社
）、評
釈
『
佐
藤
春
夫
詩
集　

鑑
賞
佐
久
の
草
笛
』（
昭

49
・
12
、
學
燈
社
）
な
ど
が
あ
る
。

ノ
ー
ト
は
Ｂ
6
判
（
縦
183
㎜
×
横
129
㎜
）。
茶
色
の
表
紙
に
横
書
き
で

「
N
O
T
E 

B
O
O
K
」、
裏
表
紙
に
は
「
時
間
表
」
が
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。

発
行
所
な
ど
の
記
載
は
な
し
。
酸
性
紙
だ
が
状
態
良
好
。
た
だ
し
若
干
の
水
濡

れ
が
あ
る
。
本
体
は
藍
色
罫
紙
縦
二
六
行
一
五
枚
を
二
つ
折
り
に
し
、
二
か
所

を
針
金
綴
じ
に
し
た
も
の
。
も
と
は
六
〇
頁
と
思
わ
れ
る
が
、
五
七
・
五
八
頁

が
切
り
取
ら
れ
、
残
存
五
八
頁
の
う
ち
三
〇
頁
を
使
用
（
ペ
ン
書
き
。
一
部
赤

鉛
筆
）。

内
容
は
ほ
と
ん
ど
が
詩
の
草
稿
で
あ
る
。『
ま
ゆ
み
抄
』（
昭
23
・
11
、
信
修

社
）
所
収
の
「
浅
間
の
噴
火
を
見
て
」「
戸
隠
」「
木
曾
の
秋
」、『
抒
情
新
集
』

（
昭
24
・
6
、
好
学
社
）
所
収
の
「
山
中
望
郷
曲
」「
長な
が
男を

歩
む
」「
野
の
う
た
」

の
原
形
と
、
臨
川
書
店
版
新
全
集
未
収
録
の
詩
稿
四
篇
（「
歎
息
」「
妖
獣
」「
さ

ま
ざ
ま
の
う
た
」
お
よ
び
無
題
詩
）。
こ
の
う
ち
、「
野
の
う
た
」
は
推
敲
の
跡

が
著
し
く
、
五
種
類
の
草
稿
が
確
認
で
き
る
。

春
夫
の
疎
開
生
活
は
昭
和
二
〇
年
四
月
二
八
日
（
数
え
五
三
歳
）
か
ら
。
最

新
資
料
・
佐
藤
春
夫
創
作
ノ
ー
ト
（
翻
刻
）

　
　
　
　
　
　
　
　

―
― 

信
州
佐
久
・
疎
開
生
活
の
一
端 

―
―

河　

野　
　

龍　

也
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後
に
引
き
払
う
の
は
昭
和
二
六
年
一
〇
月
一
八
日
（
五
九
歳
）。
戦
後
は
文
京
区

関
口
町
の
自
宅
に
も
数
回
戻
っ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
に
見
え
る
浅
間
山
噴
火
（
二
・

三
頁
）
は
昭
和
二
二
年
七
月
六
日
、
戸
隠
旅
行
（
六
・
七
頁
）
は
同
八
月
、
藤
村

記
念
館
落
成
式（
一
七
～
一
九
頁
）は
同
一
一
月
一
五
日
。
ま
た
、「
山
中
望
郷
曲
」

の
原
型
「
四
月
の
郷
愁
」（
二
八
～
三
一
頁
）
の
冒
頭
に
、〈
佐
久
の
郡
の
さ
す

ら
ひ
に
／
四
た
び
の
春
は
め
ぐ
り
來
ぬ
〉
と
見
え
、
こ
の
詩
の
初
出
掲
載
が
昭

和
二
三
年
四
月
の
『
令
女
界
』
で
あ
る
所
か
ら
、〈
四
た
び
の
春
〉
は
昭
和
二
〇

年
到
着
時
の
春
を
も
含
む
四
度
目
の
意
味
に
な
る
。
ノ
ー
ト
後
半
、
二
条
河
原

落
書
に
な
ぞ
ら
え
た
無
題
詩
（
四
八
頁
）
は
、
臨
川
全
集
三
六
巻
二
六
二
頁
の

佐
々
木
英
之
助
宛
て
書
簡
（
昭
23
・
9
・
20
）
に
見
え
る
歌
謡
曲
詞
「
日
が
暮

れ
る
」
の
内
容
に
近
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
ノ
ー
ト
は
昭
和
二
二
年

夏
か
ら
ほ
ぼ
一
年
間
、
断
続
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

参
考
文
献

年
譜
記
事
は
『
定
本
佐
藤
春
夫
全
集
』
別
巻
1
（
平
13
・
8
、
臨
川
書
店
）

の
「
年
譜
・
著
作
年
表
」
に
拠
っ
た
。
楜
澤
龍
吉
の
経
歴
は
『
軍
国
時
代
』（
昭

36
・
10
、
大
地
屋
書
房
）
所
収
の
佐
藤
春
夫
序
文
お
よ
び
『
佐
藤
春
夫
詩
集

鑑
賞
佐
久
の
草
笛
』（
昭
49
・
12
、
學
燈
社
）
の
「
著
者
略
歴
」
に
拠
っ
た
。

凡
例〔　

　
　

〕＝
抹
消
個
所　
　
　
　
　
　

お
よ
び
傍
線
部
＝
挿
入
個
所

　

□
＝
判
読
不
能　

□
囲
い
の
文
字
は
、
不
明
瞭
（
推
定
）
個
所

頁 内　容 初　出 初　収
表紙 メモ - -

1 漢詩人メモ - -
2･3 「淺間の噴火を見て」稿 未詳 『まゆみ抄』昭 23･11 信修社
4･5 「長男歩む」稿 未詳 『抒情新集』昭 24･6 好学社
5 「歎息」稿 未詳 全集未収録
6 「戸隠」A 稿 未詳 『まゆみ抄』昭 23･11 信修社
7 「戸隠」B 稿 未詳 『まゆみ抄』昭 23･11 信修社

8･9 「野のうた」A 稿 『令女界』昭 23･2 『抒情新集』昭 24･6 好学社
10 「野のうた」B 稿 『令女界』昭 23･2 『抒情新集』昭 24･6 好学社
11 「野のうた」C 稿 『令女界』昭 23･2 『抒情新集』昭 24･6 好学社

12･13 「妖獸」A 稿 ･B 稿 未詳 全集未収録
13 「さまざまのうた」A 稿 未詳 全集未収録
14 「望鄕五月歌」一節（メモ） 『婦人公論』昭 6･6 『閑談半日』昭 9･7 白水社
16 「さまざまのうた」B 稿 未詳 全集未収録

17･18・19 「木曾の秋」稿 未詳 『まゆみ抄』昭 23･11 信修社
20 メモ - -
21 「野にうたふ歌」一節 『別册文藝春秋』昭 23･10 『抒情新集』昭 24･6 好学社

28･29 「山中望鄕曲」A 稿 『令女界』昭 23･4 『抒情新集』昭 24･6 好学社
30･31 「山中望鄕曲」B 稿 『令女界』昭 23･4 『抒情新集』昭 24･6 好学社

32 「野のうた」D 稿 『令女界』昭 23･2 『抒情新集』昭 24･6 好学社
33 「野のうた」E 稿 『令女界』昭 23･2 『抒情新集』昭 24･6 好学社
48 「日が暮れる」異稿か 〔佐々木英之助宛書簡〕 全集未収録
53 間取図か - -
55 人名メモ - -
56 地図メモ - -

裏表紙 メモ - -

佐藤春夫創作ノート・内容一覧
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【
表
紙
】

□
□
の
無
意
識
に
注
意
し
た
の
は
（
※
以
下
手
擦
れ
に
よ
り
判
読
不
能
）

活
氣
あ
り
、
二
階
な
き
も
氣
づ
か
ず
、
淺
草
の
新
□
店
〔
附
近
〕
通
を
思
ひ
出
さ
せ
る

□
□
と
し
て
□
を
上
げ
る
た
め　
　
　
　

新
開
地
と
よ
り
は
〔
□
前
〕
の　

界
隈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
す
る
代
に
は
□
□
□
□
□
□
□
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
宿
區
下
落
合

【
裏
表
紙
】

　

バ
ス
時
〔
刻
〕
間
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
サ
マ

〔
ミ
ヨ
タ
發
〕

　

七
時　
　
　

六
時
40

　

八
時
四
分　

八
時
40　
　
　
　
　
　
　
　

腰
辨
當　
　

四
十
分

　

十
一
時
五　

十
時
15　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ミ
ヨ
ダ
發

　

十
三
五
〇　

十
三
時
50

　

十
五
四
〇　

十
五
325　
　
　
　
　

　

十
七
三
〇　

十
七
10　
　
　

有
明
の
頂
點
「
智
惠
の
相
者
」〔
は
わ
れ
を
見
て
〕

　

御
代
田
發　

岩
村
田
發　
　

に
上
昇
す
る
過
程
の
間
に
あ
る
「
朝
な
り
」
や

　

岩
村
田
行　

御
代
田
行　
　
「
朱
の
ま
だ
ら
」
な
ど
に
鷗
外
の
〔
影
を
見
る
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
見
て
は
〕
お
も
か
げ
の
ぞ
き
出
て
ゐ
る
の
を

　

十
一
時
八
分　
　

自
分
は
見
る
。
風　

そ
の
〔
物
〕 

象
の
〔
把
〕
を
把
握
す
る
方
法
の

　

十
三
時
十
一
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

寫 

や
心
理
〔
の
〕の

　

十
一
時
五
〇
分　
　
　
　

友　
　

辛
夷

　
 

の
か
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤 

春
夫
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【
表
見
返
し
】

（
※
空
白
）

【
一
】

唐
の
韋
應
物
、
柳
宗
元
・
白
居
易
、
宋
の
王
安
石

蘇
軾
、
蘇
轍

○
初
唐　

百
年
○
盛
唐
五
十
年
○
中
唐
大
暦
以
後
八
十
年

○
晩
唐
六
十
年

○
長
吉
享
年
二
十
七　

顧
況
肅
宗
至
德
年
間
ノ
進
士

　
　

如
古
鼎
篆
可
愛
不
可
摹
。（
放
翁
ノ
句
）

魯
。
魚
。
虚
。
虎
。

（
※
こ
の
頁
「
長
吉
享
年
二
十
七
」
の
み
赤
鉛
筆
）
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【
二
】

　
　
　
　
　
　
　

七
月
六
日
淺
間
の
噴
火
を
見
て

　
　
　
　
　

突
風
の
如
く

　
　
　
　
　

地な

ゐ震
の
如
く

　
　
　
　
　

戸
障
子
を
ゆ
す
ぶ
り

　
　
　
　
　

一
喝
し
て　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
を
〔
戸
〕
外と

に
追
ひ
や
る

　
　
　
　
　

鬱
屈
を
吐
き
〔
く
〕　　
〔
外と

に
〔
立
ち
〕
驅
け
い
で
て
〕

　
　
　
　
　

唯
見
る　

に
ぎ
り
拳
の
雲

　
　
　
　
　

大
き
く 

空
に 

ふ
り
か
ざ
し 

〔
呟
き
〕

　

  

者
あ
り 〔
者
あ
り
〕
雲
中
に
ひ
と
り  

哄
笑
す

　
　
　
　
　

一
た
び
に
し
て
足
ら
ず　
　

 

呟
き

【
三
】

　
　
　
　
　

二
た
び
〔
三
た
び
〕
三
た
び
あ
ま
た
た
び

　
　
　
　
　

淺
間
よ　

拳
を
あ
げ
て

汝
〔
汝
〕〔
何
〕
何
を
か
憤
る

　
　
　
　
　
〔
名
ば
か
り
の
〕
誤
ら
れ
た
る
自
由
を
か

　
　
　
　
　

自
ら
亡
び
ゆ
く
民
〔
を
か
〕
を
か

淸
涼
に　
　

知
ら
ず 

我
は 

た
だ
見
る

　
　
　
　
　

妖
雲
空
に
三
度
い
み
じ
き
を

　
　
　
　
　

古
綿
の
ぼ
ろ
綿
の
あ
ま
た
と
き
ほ
ぐ
さ
れ
〔
か
〕
打
ち
か
へ
さ
れ
〔
て
〕

淺
間
の
腸
は
ら
わ
た　
　
　
〔
よ
ご
れ
綿
〕
よ
ご
れ
綿
の

雲
は
れ
ゆ
き
て
風
薰
り

　
　
　
　
〔
ま
た
〕
知
る
こ
の
夕
べ
山
〔
は
〕
容
い
と
す
が
す
が
し
か
り
し
を
。

聞
く
こ
の
日
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

つ
ん
と　
　
　

 　
　

          

と
聞
く

〔
ま
た
聞
く
こ
の
〕
夕
山
は
を
か
し
い
ほ
ど
つ
ん
と
と
り
す
ま
し
て
〔
靜
か
で
あ
〕
ゐ
た
と
。
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【
四
】

	

住
む
も
の
を	

見
ず
や

長
男
歩
む	

〔
見
ま
せ
君
〕

　
　
　
　
　

長な
が
男を

は
わ
が
甥
子
な
り
歩
み
そ
め
し
こ
ろ	

君
〔
君
見
ま
せ
〕

　
　
　
　
　

そ
の
母
に
代
り
て
歌
へ
る	

見
ず
や
君

 

小
春　
　
　

に
笑
み
こ
ぼ
れ　
　
　
〔
限
り
な
く
〕
か
く
も　
　
　
　
　
　

足
も
と
に

〔
秋
〕
の
日
ざ
し
〔
の
や
〕
や
は
ら
か
く　
　
　
　

山
の
あ
な
〔
た
〕
た
の
空
と
ほ
く

え
ん
だ
え
ん
だ
〔
の
た
の
し
さ
う
〕
ほ
ほ
え
み
し　

幸
す
む
と
い
ふ
人
を　
　

足
も
と
に

足ア
ン
ヨ

見
つ
け
た
〔
赤
ち
や
ん
の
〕
わ
か
長な
が
男を　
　

   

わ
れ
は
あ
は
れ
む
を
さ
な
兒
の

は
こ
ぶ
あ
ん
よ
の
た
の
し
さ
に　
　
　
　
　
　
　

え
ん
だ
え
ん
だ
の
細
道
に

兔
ち
や
ん
を
訪
ひ
牛
を
訪
ふ　
　
　
　
　
　
　

 　

幸〔
す
〕む
を〔
見
ま
せ
君
〕
君
見
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

住　
　
　
　
　
〔
わ
が
見
れ
ば
〕

　
　
　
　
　
　

は
歩
ん
だ
歩
ん
だ
の
訛
に
し
て
信
州
北
佐
久
の
方
言　

見
〔
ず
や
〕
ま
せ
君

え
ん
だ
え
ん
だ
は
〔
歩
ん
だ
歩
ん
だ
の
〕

【
五
】

足ア
ン
ヨ

見
つ
け
た
〔
は
〕
も
同
じ
く
北
佐
久
〔
□
〕
の
方
言
に
て
歩
行
を
は
じ
め
た
の
意

　
　
　
　
　
　

歎
息　
　
　

悲
し
き
笑
の
歌

  
日
の
本　
　
　
　
　
　
　
　

       

惡あ
し

〔
日
の
本
〕
と
誰
か
云
ひ
け
ん
豐
〔
あ
し
〕
原
く
さ
ぐ
さ
の
罪
生
ひ
茂
り

ぬ
ば
玉
の
闇
を
食は

ま
ず
は
生
き
が
た
き
化
け
者
の
國
と

な
り
〔
に
け
ら
ず
や
〕〔
ぬ
る
〕
に
け
る

〔
ぬ
ば
玉
の
闇
に
生
き
〔
て
は
〕
つ
つ　

わ
れ
も
ま
た
世
の
光
と
は
な
り
か
て
ぬ
か
も
〕

〔
天
照
す
日
の
大
神
の
こ
も
ら
ひ
し
む
か
し
か
た
り
も
い
ま
に
見
る
か
な
〕

久
方
の
天
つ
岩
戸
を
押
し
ひ
ら
く
手
力
〔
を
持
て
る
〕〔
の
あ
〕
持
て
る
人
も
あ
ら
な
く
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【
六
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ざ
く
ろ
の
如
く
は
じ
け
た
り

臙
脂
濃
き　
　
　
　

戸
〔
隱
〕
隱
に
て　
　
　
　

夕
は
星
明
か
に
朝
は
山
芍
藥
の
實

　
　
　
　
　

秋
立
ち
て
早
い
く
日

〔
く
れ
な
〕   

高
原
の
萱
原
〔
は
〕
に　
　
　
　

玉
簪
花
し
ぼ
み
お
と
ろ
へ

〔
色
〕　　
　

晝
顏
の
花
う
〔
れ
〕
ら
枯
れ
つ

　
　
　
　
　

鶯
の
老
〔
を
〕
も
知
ら
〔
ね
ば
〕
で
歌
ふ
な
り　

霧
柱
に
根
太
は
落
ち
て

詩
人
の
わ
が
〔
歌
ふ
な
り
〕
友
の
住
む

　
　
　
　
　

越
後
〔
に
へ
の
み
ち
〕〔
に
つ
づ
く
〕
通
ふ
道
の
〔
べ
に
〕
ほ
と
り

　
　
　
　
　

霧
晴
れ
て
山
々
の
岩
根
こ
ご
し
く
〔
見
え
〕
あ
ら
は
れ

　
　
　
　
　

娘
は
白
く
蕎
麥
は
黑
し
戸
隱
の
坊　
　
　
　
　
　

  　

枝
を
し
な
は
せ
て

　
　
　
　
　

庭
に
檀
の
紅
き
實
〔
は
〕
を
つ
い
ば
み
〔
に
來
る
〕
む
と
黑
き
小
鳥
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
※
下
部
余
白
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

足
お
と
靜
か
に

　
　
　
　
　

  

そ
の
子
麻
生
な
す
丈
〔
た
か
く
〕
の
び
の
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

年
を
問
へ
ば
十
九
と
か
や

【
七
】

　
　

秋
た
ち
て
早
い
く
日

　
　

こ
の
高
原
の
萱
原
に

　
　

玉
簪
花
は
し
ぼ
み
お
と
ろ
へ
て　

藪
萱
草
〔
は
〕
の
〔
あ
ざ
や
か
に
〕
露
け〔
く
〕き
に

　
　

臙
脂
濃
き
晝
顏
の
花
う
ら
枯
れ
る
れ
ど

　
　

鶯
の
老
を
も
知
ら
で
歌
ふ
な
り

　
　
〔
わ
が
〕わ
が
友
の
住
く
越
〔
後
路
〕
の
國
に
つ
つ
く
の
道
の〔
ほ
と
り
〕〔
べ
〕
ほ
と
り

　
　
〔
つ
づ
く
□
□
の
道
の
ほ
と
り
〕
霧
晴
れ
て
山
々
の
岩
根
こ
ご
し
く

　
　
〔
足
音
し
づ
か
〔
に
〕
な
る
〕
娘
は
白
く
蕎
は
黑
き
戸
隱
の
坊

　
　

庭
の
檀ま
ゆ
み〔
の
□
□
〕
に
赤
ら
み
そ
め
し
實
を
つ
い
ば
む
と

　
　

黑
つ
ぐ
み
の
〔
訪
づ 
〕
日
ご
と
□
□
し
て
〔
つ
が
ひ
訪
ふ
〕
訪
づ
れ
て
。
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【
八
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
の
〔
み
や
び
〕〔
は
や
り
〕
好こ

の
み尚

を
忘
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
野
に
住
め
ば
〔
老
い
〕
老
い
た
れ
ば

み
な
粗
朶
を
負
ひ
牛
を
曳
き　
　
　
〔
老
い
た
れ
ば
〕

村
に
少
女
は
あ
ら
ず
と
も　
　
　
　
〔
か
く
歌
ふ
と
も
〕
み
や
び
を
つ
く
す
若
人
の

道
に
は
花
の
し
じ
に
し
て　
　
　
　

わ
れ
な
に
く
み
を
を
と
め
こ
の

天
つ
少
女
の
お
も
か
げ
を　
　
　
　

花
に
し
か
ず
と
歌
ふ
と
も

み
な
と
り
ど
り
に
宿
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
ぞ
や
み
や
こ
の
行
き
ず
り
に　

何
〔
か
〕
を
な
ま
め
く
〔
ま
な
づ
か
ひ
〕
風
情
と
か

口
い
た
づ
ら
に
赤
く
し
て　
　

面
影
を
説
く
痴
れ
び
と
は
。

眉
引
な
か
き
を
と
め
ら
が

【
九
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
見
ば　
　

柔
き
衣
着
た
る
子
〔
は
〕
を
〔
目
に
う
と
く
〕

　
　
　
　
　

  

〔
目
に
疎
〕
君
〔
は
〕　

 

わ
れ
は
野
に
出
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
そ
よ
ぐ
蘆
を
見
と
と
す



実践女子大学文学部　紀要　第 54 集

− 9 −

【
一
〇
】

 

な
咎
め
そ　
　
　

 

〔
う
る
は
し
き
〕　　

 　
　

わ
か
た
め
に

１　

 

わ
れ
野
に
老
い
ぬ	

３　

 

君
説
く
な
か
れ

　
　

 

う
る
は
し
き
〔（
な
さ
け
あ
る
）〕	

眉	

脣く
ち
紅
く

　
　

 

を
と
め
も
知
ら
ず	

〔
眉
〕
長
き
子
を

　

彳
み
て　
　
　
〔
彳
み
て
〕	

巷

２　

 

わ
か
行
く
道
に	

４　

柔
や
は
ら
かき
衣
き
た
る
子
は

　
　

 

咲
く
花
を　
　
〔
知
〕	

八
巷
に　

衢

　
　

 

あ
は
れ
と
ぞ
〔
見
る
〕	

友
よ
見
よ
か
し

　
　

 　
　
　
　
　
　

云
ふ

５　

 

〔
い
ざ
〕
さ
ら
ば
い
ま

　
　

 

わ
れ
は
野
に
出
で
〔
古
沼
に
〕

　
　

 

風
そ
よ
ぐ

　
　

 

葦
を
見
と
と
す

【
一
一
】

　
　
　
　
〔
野
翁
〕
わ
れ
野
に
老
い
ぬ

「
勿
咎
め
そ　

わ
れ
野
に
老
い
ぬ	

「
柔
き
衣
着
た
る
子
は

	

う
る
は
し
き	

 

八
巷
に

	

を
と
め
も
知
ら
ず	

 

友
よ
見
よ
か
し

「
彳
み
て
わ
が
行
く
道
に	

「
さ
ら
ば
い
ま
わ
れ
は
野
に
出
で

	
咲
く
花
を　
　
　
　

   　

知
る	

 

風
そ
よ
ぐ

	

あ
は
れ
と
〔
も
〕
も
〔
云
ふ
〕
云
ふ	

 

葦
を
見
ん
と
す

「
わ
が
た
め
に
君
説
く
な
か
れ

	

脣
紅
く	

 

わ
が
た
め
に

	

眉
長
き
子
を	

 

君
説
く
な
か
れ

	
 

脣
紅
く
眉
長
き
子
を
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【
一
二
】

佐
久
の
山
里
秋
ふ
け
て	

せ
せ
の
せ
せ
ら
ぎ
さ
む
し
き
に

	

月
ぞ
う
れ
し
き

八
つ
が
根
の
八
谷
も

　
〔
八
つ
の
〕
月
の
く
ま
な
く
て

　
　
　
〔
節
電
怪
〕
妖
獸

　
　

村
に
電
燈
消
ゆ
る
よ
り	

や
つ
か
嶺ね

の
八
谷
は

　
　

打
ち
松
が
枝
を
燃
し
く
ゆ
し	

月
も
く
ま
な
き
に

　
　

む
か
し
の
如
く
暗
け
れ
ば	

〔
あ
あ
人
の
世
の
〕
人
間
界
の
暗
さ
か
な

　
　

里
に
む
じ
な
の
來
啼
く
と
よ	

且
つ
歎
き
つ
つ
且
つ
哂
ひ

	

妖
獸
や
が
て
か
へ
り
ゆ
く

【
一
三
】

　

妖
獸
や
が
て
か
へ
り
ゆ
く
。	

且
つ
歎
き
つ
つ
且
哂
ひ
つ
つ

村
に
電
燈
消
ゆ
る
よ
り

打
ち
松
か
枝
を
燃
し
く
ゆ
〔
り
〕
し	

む
か
し
の
ご
〔
く
〕
と
く
暗
け
れ
ば

里
は
む
じ
な
の
來
〔
る
と
い
ふ
〕
な
く
と
よ

八
つ
が
根
の
八
谷
は	

さ
ま
ざ
ま
の
う
た

月
も
く
ま
な
き
に	

岩
淸
水
い
わ
で
心
に
わ
き
か
へ
〔
る
〕
り

あ
あ
人
の
世
の
暗
さ
か
な	

岩
間
の
砂ま
ざ
〔
に
し
み
い
で
〕
し
み
い
で
て

　
　
　
　
　
　

湧
き
て
流
る
る	

心
の
朽
葉
は
ら
ひ
の
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

歌
あ
ら
ん	

〔
お
の
づ
か
ら
わ
く
歌
あ
な
れ
〕

　
　
　
　
　

湧
き
て
流
る
る
歌
な
ら
で	

時
に
は
に
ご
り
ま
た
す
め
ど

　
　
　
　
　

い
か
な
る
歌
か
求
む
べ
き

て
つ
し
づ
く
の
し
た
た
り
の

□
〔
□
□
〕
て
り
て
な
り
つ
る
歌
あ
ら
ん

つ
ら
ら
の
ご
と
き
歌
あ
ら
ん
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【
一
四
】

　
　
　

か
つ
は
聞
け
〔
―
―
〕　　
　
（
閑
談
半
日
）

　
　
　

浦
の
濱
ゆ
ふ
□
重
な
す
あ
た
り
何
處
と

男
一
人
の
勞
力
は
三
反
半
。
三
人
に
て
一
丁
歩
。

【
一
五
】

（
※
空
白
）
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【
一
六
】

或
は
新
ら
し
き
を
も
た
ら
し	

或
は
大
き
と 

守
り
つ
づ
け
て

〔
或
は
〕
傳
ふ 

べ
き
を
傳
へ
ぬ

	

或
は
岩
淸
水
湧
く
か
如
く
歌
ひ

	

或
は
つ
ら
ら
の
こ
ほ
る
か
如
く
歌
ひ
ぬ

【
一
七
】

　
　
　
　
　

馬ま

籠ご
め
の
〔
宿し
ゅ
く〕
秋

こ
れ
わ
か
く
に
の
ワ
イ
マ
ア
ル	

か
な
た
の
峠
こ
こ
の
坂

大う

人し

か
も
の
せ
し
筆
の
あ
と	

目
路
に
重
な
る
〔
夕
日
か
か
よ
う
〕
尾
根
平

夢
の
あ
と
ま
た
足
の
あ
と	

大
人
を
お
も
へ
ば
も
の
と
し
て

遺
れ
る
路
や
杜
や
空	

歌
な
ら
ざ
る
は
な
か
り
け
り

こ
と
は
り
な
れ
や
ふ
る
さ
と
の	

月
日
は
流
れ
星
う
つ
り

友
よ
り
つ
ど
ひ
大
人
が
た
め	

世
は
變
る
と
も
こ
の
家
の

土
お
し
な
ら
し
石
を
据
ゑ	

新
ら
し
き
窓
と
こ
し
へ
に

記か
た
み念
の
家
を
築
き
た
る	

〔
□
□
〕
理
想
の
天
と
地
に
〔
の
ぞ
み
〕〔
む
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

展
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【
一
八
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

の　
　
　

 

の　
　
　
　
　
〔
よ
〕

　
　
　

あ
は
れ
を
知
れ
る
旅
人
の	

詩〔
よ
〕技
藝〔
よ
〕
ま
ご
こ
ろ
〔
の
〕
の

鳴　
　

こ
の
家
の
門
に
立
た
ん
時	

凝
り
て
な
り
に
し
こ
の
家
よ

　
　
　

高
〔
胸
〕
る
胸
の
お
の
づ
か
ら	

こ
れ
み
な
大
人
が
德
に
し
て

　
　
　

永
久
の
命
を
悟
〔〔
り
〕
ら
な
ん
〕	

ま
た
里
人
の
力
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

る
め
り

　
　
　

馬
籠
の
宿
に
秋
晴
れ
て　
　

 

を
□	

あ
あ
在
り
し
日
の
花
櫛
の

　
　
　

梢
に
そ
よ
ぐ
西
風
よ	

人
も
お
う
な
と
な
れ
り
と
か

　
　
　

吹
か
れ
て
落
つ
る
柿
の
葉
よ	

き
よ
き
し
ら
べ
の
歌
ひ
と
つ

　
　
　

も
の
と
は
な
し
に
な
つ
か
し
き	

む
か
し
な
か
ら
に
ひ
び
け
ど
も

【
一
九
】

　
　
　

大
人
が
奧
津
城
お
と
な
へ
ば	

榮
え
か
富
か
德
か
名
か

　
　
　
〔
丘
の
ふ
も
と
〕
山
か
げ
に
し
て
そ
よ
風
の	

こ
ち
た
く
何
を
夕
紅
葉

　
　
　

人
の
命
は
〔
み
ど
り
〕
も
み
ぢ
葉
の	

燃
ゆ
る
命
を
う
た
へ
か
し

　
　
　

夢
ば
か
り
と
ぞ
を
し
へ
け
る	

〔
身
〕
を
う
た
か
た
と
君
知
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

世

　
　
　

あ
あ
う
ら
さ
む
し
天
地
の	

〔
惠
那
山
の
根
の
み
ど
り
や
に
〕

　
　
　

壺
の
な
か
な
る
秋
の
日
の

　
　
　

命
み
ぢ
か
く
歌
な
が
し

　
　
　

君
笛
と
り
て
歌
〔
へ
か
し
〕〔
は
ず
や
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
か
し
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【
二
〇
】

　
　

妙
高
の
根
に
雪
は
か
が
や
き

　
　
　

熊
坂
も
長
坂
山
も
う
ら
ら
か
に

【
二
一
】

　

千
金
の

　

襤
褸
を
賣
れ

（
※
二
二
頁
よ
り
二
七
頁
ま
で
空
白
）
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【
二
八
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
す
た
る
じ
や
〔
よ
〕
の
す
と
と
鳴
く

　
　
　

四
月
の
鄕
愁　
　
　
　
〔
春
〕〔
野
邊
の
春
鳥
な
く
な
か
れ
〕

	

〔
を
か
き
な
ら
す
〕

	

う
ら
ふ
れ
の
鳥
啼
く
な
か
れ

　

佐
久
の
郡
の
さ
す
ら
ひ
〔
の
〕
に	

ふ
る
さ
と
い
と
ど
戀
し
き
に

　

四
た
び
の
春
は
め
ぐ
り
來
ぬ	

な
な
き
そ
な
な
き
そ
春
の
鳥

　

佐
久
の
四
月
は
春
あ
さ
く	

〔
あ
あ
〕
今
ふ
る
さ
と
は
椿
さ
き

　

山
々
の
雪
消
え
が
て
に	

南
の
海
〔
に
〕
の
春
の
潮

　

桑
の
畑
に〔
す
と
と
〕
頰
白
な
く	

海
の
小
琴
〔
を
か
き
な
ら
す
〕
や
鳴
ら
す
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

春
早
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
ひ
び
か
せ
ん
〕

　

の
す
た
る
じ
や
よ	

那
智
の
み
や
ま
の
瀧
〔
の
音
〕
つ
瀨
に

　

み
そ
ら
の
雲
と　

帆
を
上
け
よ	

潮
の
岬
の　

燈
臺
に

　

潮
の
岬
の　
　
　

燈
臺
の	

行
く
雲
し
ば
し
と
ど
ま
ら
ば

【
二
九
】

　

潮　
　
　
　
　
　
　
　

く

　

海
の
し
ら
べ
に　

あ
〔
こ
〕
が
れ
て

　

う
ぐ
ひ
す
な
け
る　

丘
の
か
げ　
　

  　

生

　

父
祖
十
代
の　
　
〔
家
な
れ
ど
〕	

園
〔
は
〕
あ
り　
　
　
　
　
　
　

   

ゆ
け
ば

　
〔
縁
な
け
れ
ば
な
か
な
か
に
〕	

都
〔
音
羽
の
森
か
げ
に
〕
目
白
の
坂
〔
の
上
〕

　
〔
わ
が
す
む
べ
く
も
あ
ら
ず
し
て
〕	

我
文
ぐ
ら
も
あ
る
も
の
を

　

軒
端
か
た
む
き　
　
　

 

生
う
る
と
も

　

雜あ
ら
く
さ草
い
〔
か
に
〕
と
ど
〔
茂
れ
ど
も
〕

　

日
は
あ
た
た
か
く
照
る
も
の
を
。
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【
三
〇
】

　
　
　

に
あ
り
て

　
　
　
〔
山
中
望
鄕
〔
曲
〕
の
う
た
。〕

　
　
　
〔
四
月
の
鄕
愁
〕
山
中
望
鄕
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
春
夫

　

佐
久
の
郡
の
〔
さ
す
ら
ひ
〕
う
ら
ぶ
れ
に

　

四
た
び
の
春
は
め
ぐ
り
來
ぬ

　

佐
久
の
四
月
は
春
あ
さ
く

群む
ら
や
ま山

〔
々
〕
の
雪
消
え
が
て
に

　

桑
〔
の
畑
に
す
と
と
な
く
〕	

海
の
小
琴
を
か
な
で
つ
つ

　
　
　

原
さ
む
く
頰す

と
と白
啼
く	

南
の
海
は
潮
湧
く

　

ふ
る
さ
と
い
と
ど
戀
し
き
に

　

の
す
た
る
じ
や
の
す
と
と
啼
く

　

今
ふ
る
さ
と
は
椿
さ
き

【
三
一
】

〔
南
の
海
は
春
の
潮し
ほ
〕

〔
海
の
小
琴
を
〔
か
き
な
ら
す
〕〕〔
ひ
び
か
せ
ん
。〕

　
　

  　
〔
鳥
啼
く
〕

　

潮し
ほ
の
し
ら
べ
に
あ
く
が
れ
て

　

う
ぐ
ひ
す
啼
け
る
丘
の
か
げ

　

雑あ
ら
く
さ草
い
か
に
生お

〔
う
〕
う
る
と
も	

啼
け
る

　

父
祖
十
代
の
園そ
の
生ふ

あ
り

　

日
は
あ
た
た
か
く
照
る
も
の
を
。	

〔
日
は
な
ご
や
か
に
流
る
る
を
〕
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【
三
二
】

〔
み
な
粗
朶
を
負
ひ
牛
を
〔
負
〕
曳
き
〕	

友
よ
巷
に
何
か
見
る

　

手
弱
女
村
に
あ
ら
ず
と
も	

柔
き
衣
着
た
る
子
か

　

道
に
は
花
の
し
じ
に
し
て	

我
は
野
に
出
で
こ
の
夕

　

天
つ
少
女
の
お
も
か
げ
を	

風
そ
よ
ぐ
葦
〔
を
こ
そ
見
め
〕
を
見
ん
と
す

　

み
な
と
り
ど
り
に
や
ど
〔
し
た
り
〕
せ
る
を　
　
　
　
〔
眺
め
ば
や
□
□
む
べ
し
〕

　

誰
ぞ
や
都
の
ゆ
き
ず
り
に

　

口
い
た
づ
ら
に
赤
く
し
て

　

眉
引
き
な
か
き
少
女
子
の

　

お
も
か
げ
を
説
く
し
れ
人
は

【
三
三
】

	

〔
手
弱
女
を
村
に
は
見
ね
ど
〕

　

わ
れ
野
に
老
い
ね	

〔
道
の
べ
は
花
〔
し
じ
に
し
て
〕
こ
こ
だ
咲
き
〕

　

う
る
は
し
き	

〔
お
も
か
げ
に
天
つ
を
と
め
を
〕

　

を
と
め
も
知
ら
ず	

〔
思
ふ
か
な
〕	

柔
き
衣
た
る
子
は

	

〔
誰
ぞ
や
都
の
行
き
ず
り
に
〕	

八
巷
に

　

わ
が
行
く
道
に	

〔
口
紅
く
眉
長
き
子
を
〕	

友
よ
見
よ
か
し

　

咲
く
花
を	

〔
説
く
人
は
〕

〔
美
し
〕
あ
は
れ
と
ぞ
い
ふ	

君
説
く
な
か
れ	

わ
れ
は
野
に
出
で

	

口
紅
く	

風
そ
よ
ぐ

	

眉
長
き
子
を	

葦
を
見
と
と
す

（
※
三
四
頁
よ
り
四
七
頁
ま
で
空
白
）
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【
四
八
】

　
　

文
化
文
化
の
か
け
聲
〔
に
〕
で

　
　
　
　
〔
こ
の
頃
〕
敗
戰
國
に
は
や
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　

も
ぐ
り

　

車
外
乘
車
や
窓　
　
　
　
　
　
　

あ
ん
ち
や
野
球
野
孃
舞

　

個
人
の
自
由
で
集
團
行
動

　

新
圓
階
級
新
か
な
づ
か
ひ　
　
　
　
　
　

か
す
と
り
と
い
ふ
酒
も
あ
り

　

パ
ン
パ
ン
む
す
め
仙
化
〔
紙
〕
が
み

　

筍
生
活
裸
美
女

　

公
僕
と
い
ふ
わ
い
ろ
と
り

【
四
九
】

（
※
空
白
）
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【
五
六
】

（
※
五
七
・
五
八
頁
は
切
り
取
り
。
五
九
・
六
〇
頁
お
よ
び
裏
見
返
し
は
空
白
）

〔
付
記
〕

　

今
回
の
資
料
公
開
に
あ
た
っ
て
は
、
新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
に
御
許
可
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
藉
り
し
て
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
研
究
は
、

平
成
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
（
Ｂ
）
の
助
成
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

【
五
三
】

【
五
五
】


